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～次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業～ 

「子育てサポート企業」を２社認定! 
 

～県内の信用金庫、運輸業としては初！～ 
 

     ～男性の課長・係長等が子の看護休暇を取得！～ 

山形労働局（局長 森田
も り た

 啓司
ひ ろ し

）では、この度、山形
やまがた

信用
しんよう

金庫
き ん こ

（代表：理事長 山口
やまぐち

 

盛
もり

雄
お

）及び株式会社丸市
まるいち

運送
うんそう

（代表：代表取締役 髙
たか

橋
はし

 和義
かずよし

）を子育て支援に積極的

に取り組んでいる「子育てサポート企業」として、新たに認定いたしました。 
 
この認定を受けるためには、次世代育成支援対策推進法に基づき、従業員の子育て支援に

ついて「一般事業主行動計画」を策定し、女性の育児休業取得率が 70％以上であること、

男性の育児休業等取得者がいること等一定の基準を満たす必要があります。 

 子育てサポート企業認定通知書交付式は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆認定通知書交付式                                           
     

・日時 平成 2７年３月９日(月)１３時３０分～ 
 

・場所 山形労働局 大会議室 

（山形市香澄町 3-2-1山交ビル３階） 
 

・認定企業 ① 山形信用金庫（山形市） 
※ 当日は、男性看護休暇取得者も出席する予
定です 

      

② 株式会社丸市運送（東根市） 
※ 当日は、3 人の男性看護休暇取得者も出席
する予定です 

「ヤッピー」は山形労働局のイメージキャラクターです。 

 

担 

 

当 

山形労働局雇用均等室 

室  長    宮村 雅江 

地方育児・介護休業指導官 芳賀 洋子 

電話 ０２３－６２４－８２２８ 

FAX ０２３－６２４－８２４６ 

 

山形労働局発表 

平成２７年３月３日（火） 

 

山形労働局   ―ＹＡＭＡＧＡＴＡ ＬＡＢＯＵＲ BＵＲＥＡＵ― 

認定された企業は、このマーク
を商品、広告、求人広告及びホ
ームページ等で表示すること
ができ、「子育てサポート企業」
として広くアピールすること
ができます。 

認定マーク（愛称：くるみん） 

 

http://www.mhlw.go.jp/
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山形信用金庫 

（取材担当者：総務部総務課課長 堀
ほり

 明彦
あきひこ

 ℡ 023-632-2161） 

代表者     理事長 山口
やまぐち

 盛
もり

雄
お

       

事業内容  金融業 

労働者数  １９３人（男性１２５人 女性６８人） 

所 在 地  山形市白山一丁目１０番３号 

 ◆認定企業の概要  ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 ●行動計画に基づく取組内容 

   （計画期間 平成２３年４月１日～平成２７年１月３１日） 

   １ 男性の育児休業または、子どもが生まれる際の休暇取得を促進し、より積極的な

育児参加を図る。 

   ２ 育児休業中ならびに休業中の職員の円滑な職場復帰の支援。 

   ３ 地域において子どもの健全育成のための「子ども見守り隊」を発足し、地域貢献

活動を推進する。 

   ４ インターンシップ制度を導入し、若年者に就業体験機会を提供する。 
 
●行動計画策定に当たって工夫した点 

    当金庫は、女性職員の育児休業取得率は 100％となっているが、職場復帰する際の

更なる支援の充実を図るべく行動計画を策定した。また、男性職員の育児参加（保育園・

幼稚園・小学校行事参加）は決して少なくはないものの、育児休業等の取得実績がなく、

「仕事と子育ての両立がしやすい職場」環境づくりを目指した。 
 

●行動計画策定・実施の効果 

女性職員の育児休業取得者が円滑に職場復帰できる環境づくりに努めた結果、以前よ

りもスムーズに職場復帰が図られ、仕事効率が高まったことにより、女性職員の活躍促

進にもつながった。 

男性職員においては、管理職に対する研修の実施や積極的な育児参加への呼びかけ等

により、育児休業や育児参加に対する理解が深まった。 

また、離職率は、県内の金融業の平均離職率よりも低くなっている。 

○女性職員の出産者１０人中１０人が育児休業を取得（１００％取得） 
 

○男性職員１人が子の看護休暇（有給）を取得 
 

○男性職員が積極的に子育てに参加できる環境づくりのために、通達文書を作成する

とともに、管理職に対する研修を実施した。 
 

○育児休業中の職員に対し、「ハートフル委員会」で作成した「ままとも通信」を 3ヶ

月に 1 回送付することにより、金庫内の情報等についての周知を行い、職員の円滑

な職場復帰の支援を行っている。 
 

○地域において子どもの健全育成のための「子ども見守り隊」を発足し、地域貢献活

動を推進している。 
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●今後の取組 

さらなる「仕事と子育ての両立がしやすい職場」環境づくりを目指し、男性職員の育

児休業(看護)または、子どもが生まれる際の休暇取得を促進し、より積極的な育児参加

を図る。ノー残業の意識啓発ならびに所定外労働時間の削減を目指し、年次有給休暇取

得の促進を図る。 

 

●男性の看護休暇取得者からのコメント   門伝支店 得意先係係長 山口
やまぐち

 敏之
としゆき

 氏 

      共働きで子供を１歳から保育園に預けていましたが、 

長男が３歳ぐらいまでは病気や発熱など急な呼び出し 

などもあり、常に妻が休みを取り子供を看ておりまし 

た。お互いに仕事を持っている中で、妻が仕事を休め 

ない時があり、少しでも子育てに協力できればと思い、 

上司に相談し、子の看護休暇を利用いたしました。い 

ざ休みを取得すると、子供を病院に連れて行ったり、 

自宅で接したりとバタバタしながら、いつもとは勝手 

が違い常々任せてばかりいたことを改めて反省させら 

れました。 

日々気づかなかった子供の成長を発見することもで 

き、協力して育児をしていく大切さを感じられる良い 

機会となりました。休暇中に職場の上司と同僚にもサ 

ポートしていただいたことに感謝しております。 

     今後、更に多くの職場や社会全体で、育児休業制度の環境が整い理解が深まればと思

います。 

 

 

●トップからのコメント                  理事長 山口
やまぐち

 盛
もり

雄
お

 氏 

     職員のみならず職員のご家族も含め当金庫の大切な 

“財産”と考えております。当金庫では、全職員の３ 

割を占める女性職員の能力発揮は企業発展に必要不可 

欠であり、積極的に職域拡大を図り、女性職員が活躍 

できる職場づくりに力を入れております。 

また、男性職員においても育児参加の意識も高くな 

ってきており喜んでおります。 

この度、「平成２４年度均等・両立推進企業表彰－ 

均等推進企業部門－山形労働局長賞」に引き続き、「 

くるみんマーク」の認定をいただいたことを励みに、 

従業員満足(ES)なくして顧客満足(CS)なしを理念に更 

なる職場環境を整備し、今後とも職員が安心して働け 

る職場づくりを目指してまいります。 
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◆認定企業の概要  ② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 ●行動計画に基づく取組内容 

   （計画期間 平成２３年３月１日～平成２７年１月３１日） 

   １ 産前産後休業や育児休業、育児休業給付、男性の育児休業など制度の周知や情報

提供を行う。 

   ２ 平成 24 年 1 月までに、子どもの出生時に父親が取得できる休暇制度の見直しを

する。 

   ３ 子の看護休暇を取り易くするための制度の導入・介護休暇制度の周知や情報提供

を行う。 
 
●行動計画策定に当たって工夫した点 

    仕事と子育ての両立がしやすい環境作りを目指した。 
 

●行動計画策定・実施の効果 

一般事業主行動計画の内容については、各部署のミーティング等や、「丸市新聞」を

創刊しホームページや各営業所へ掲示する事で、社員への情報提供や周知を図った。 

「丸市新聞」には、出産や育児に関する県等の助成制度や、自社の取組み内容を掲載

しているが、社員は、それぞれの家庭状況に当てはめて、制度を利用したり、また取組

み内容の理解をしているようである。最近は、男性社員からの質問や相談も増え、自社

の取組が浸透してきているという実感がある。 

また、離職率は、県内の運輸業の平均離職率よりも大幅に低くなっている。 
 

●今後の取組 

運送業界というと男性のイメージが強いが、男女共に働きやすい環境を整えて、人手

不足といわれる運送業界の人材確保に繋げていきたい。 

せっかくの制度なので、多くの社員に利用してもらい、働き甲斐のある企業プラス働

きやすい企業として、社員の定着にも努めていきたい。 

株式会社丸市運送 

（取材担当者：管理本部総務課課長 山口
やまぐち

 悦男
え つ お

 ℡ 0237-47-0857） 

代表者     代表取締役 髙
たか

橋
はし

 和義
かずよし

       

事業内容  一般貨物運送業 

労働者数  ２５３人（男性１８９人 女性６４人） 

所 在 地  東根市大字野田 724番地 

○女性社員の出産者２人中２人が育児休業を取得（１００％取得） 
 

○男性社員３人が、子の看護休暇（有給）を取得 
 

○平成 23 年 3 月より、仕事と育児との両立支援のための諸制度の調査を行い、同 8

月より「丸市新聞」を作成し、各営業所への掲示することにより、諸制度の周知と情

報提供を行った。「丸市新聞」は現在では第 7号まで発行されている。 
 

○配偶者の出産休暇制度（有給）の見直しを行い、1日間から 2 日間に拡充した。 
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●男性の看護休暇取得者からのコメント①     本社経理課課長 鈴木
す ず き

 智
とも

紀
き

 氏 

  早朝に、1歳になる息子が、テレビ台の角に鼻柱を 

 ぶつけ出血してしまい、急いで病院へ連れていかなけ 

 ればならなくなりました。 

  会社へ連絡したところ、子供の看護のための休暇が 

取れると聞き、この休暇制度を利用させていただきま 

した。 

  診察で大事には至らず、処置後の息子は元気を取り 

 戻しました。 

  男性でも、子供の怪我や病気を看護のため、休暇が 

取りやすくなり、大変助かっております。 

 

 

●男性の看護休暇取得者からのコメント②   谷地営業所 運送事業部主任 荒井
あ ら い

 清和
きよかず

 氏 

  今年の１月に、６歳４歳２歳の息子たちがインフル 

 エンザに罹ってしまい、それを看病していた妻も体調 

を崩し、当日の朝、会社には急な連絡になってしまい 

ましたが、快く看護休暇をいただくことが出来ました。 

おかげ様で、子供達を医者に連れて行き、家で本を 

  読んであげたり、ご飯を食べさせたりして看病するこ 

とが出来ました。 

妻も一日休んだおかげで、翌日にはすっかり良くな 

りました。 

毎日３人の子供を看ている妻には改めて感謝しなく 

てはいけないなと自覚しました。 

小さい子供がいる子育て世代の皆さんが安心して看 

護休暇を取得出来るように願います。 

 

●男性の看護休暇取得者からのコメント③     大石田営業所  平林
ひらばやし

 武志
た け し

 氏 

   子供の体調が悪い時に気兼ねなく使えて、大変便利でした。これからも、もっと活用

していきたいと思います。そして、僕も、他の人が看護休暇を利用する時は「おたがい

様の気持ち」を持って支えてあげたいと思います。 

 

●トップからのコメント                 代表取締役 髙
たか

橋
はし

 和義
かずよし

 氏 

  今や、人材確保、労働力確保が企業を左右する、 

とまで言われる環境下で、従業員が安心して働ける 

職場作りが企業の責務と考えております。 

   仕事と育児を両立させることは、大変なことだと 

思います。 

    両立ができず、仕事を辞めざるを得ないという残 

念なことにならないよう、少しずつですが、就労環 

境の改善を進めてまいりました。 

   この度の「くるみんマーク」の認定をいただいた 

ことを励みとし、できる限りの支援と、より良い環 

境づくりを進めてまいります。 
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添付資料 

・次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業等の状況 

・子育てサポート企業の認定について 

・育児・介護休業法に基づく育児のための両立支援制度の概要 


